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キャリア教育の具現化をねらった 

「総合的な学習の時間」「学校行事」の実践 

～第4学年キャリア学習 「ぼくたち 10才～夢・未来へ向かって～」～ 
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キャリア教育の具現化をねらった「総合的な学習の時間」「学校行事」の実践 

    ～第４学年キャリア学習「ぼくたち 10才～夢・未来へ向かって～」～ 

                            二戸市立福岡小学校 榊  綾 子 

１ テーマ設定の理由 

(1) 本校のキャリア教育の基本的な考え方から 

    キャリア教育の指導は，学校の教育活動全体において具体的な方法と手立てを組み，実践していく

必要がある。教師がキャリア教育の意義を理解し，発達段階に応じて，｢総合生活力｣「人生設計力」

について指導に当たることが大切である。 

    学級活動，道徳，生活科・総合的な学習の時間，外国語活動，学校行事，各教科において，年間指

導計画を基に，復興教育とかかわらせながらキャリア教育の実践を重ねていく必要がある。教育活動

の軌跡としてポートフォリオに残すことが重要である。 

 

(2) 学年・学級経営の視点から 

➀ 学年経営の視点から 

「10才」という節目の年に，４学年として「自身の夢・未来」について考えていく1年にしていく。 

➁ 学級経営の視点から 

・本学級の児童は，素直であるが，児童同士の横の繋がりが弱く，自主性に欠ける面がある。 

・個の実態から，コミュニュケーションが不足している児童や自己肯定感の低い児童が複数名いる。 

 

２ テーマに迫るための4つの柱 

(1) 発達段階をとらえた活動の推進 

(2) キャリア教育の意義・よさの理解 

(3) キャリア学習会での振り返りを通した児童のメタ認知の促進 

(4) 学習発表会での発信を通した自己肯定感の育成 

 

３ 実践の内容 

(1) 発達段階をとらえた活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「10才」を迎えるこの一年，一日一日を大切にしていこう。学ぶことの楽しさ，友達と生活できることの楽しさを土台に， 

力を出し切る経験，友達や物事のよさを感じながら，「未来に向かってさらに大きくなっていこう」とする一年にしよう。 

４/７ 学年開き…「学年スローガン」・学年歌「四つ葉のクローバー」    

 

 



 

 

(2) キャリア教育の意義・よさの理解 

自分が教職に就き，初めて担任したのは久慈市立小久慈小学校の1年生であった。数年前，同僚教

師から，その教え子の一人が，夢を実現して東京の美容師として活躍しているという話を聞いた。 

二戸と久慈，児童と同じ県北出身であるその教え子に，キャリア教育の視点で「夢を叶えるために

歩んできた道」「職業人としての日々」について話を聞きたいと思い，勤務先の東京の美容室に手紙を

送り，連絡を取り合い，28年ぶりに再会することができた。 

話を聞く中で，「技を磨くために日々勉強」「忙しいがとても充実していて楽しい」「お客様は，自分

にとってパートナー」という言葉がとても印象的であり，職業人として生き生きと仕事に励んでいる

様子が感じられた。その後，美容室への訪問取材の快諾も得て，接客の様子や後進指導の立場にある

様子を目の当たりにした。28 年前の1 年生が職業人として「人のために尽くす姿」「働くことへの喜

びあふれた姿」に，感慨深いものがあった。 

その後，４年生の子どもたちのキャリア教育の一環 

として「夢をかなえた県北の先輩の歩みを学ぼう」と 

題したキャリア学習会のゲストティーチャーを依頼し， 

「夢を叶えるために歩んできた道」「職業人としての日々」 

について，電話を繋いで話してもらう運びとなった。 

 

（3）キャリア学習会での振り返りを通した児童のメタ認知の促進 

 

 

 

 

☆人生設計力   勤労観・職業観 仕事の大切さに気付く力 

             働くことの意義や役立つ喜びを実感し，社会や仕事とのかかわりに気付く能力 

            （職業に関する知識・技能の習得，勤労観の育成，職業観の育成） 

<ねらい> 夢をかなえた県北の先輩の歩みを学び，働くことの意義や役立つ喜びについての関心を高める。 

  <ゲストティーチャーからの言葉> 「1％の才能と99％の努力」    

       

 

<キャリア学習会の振り返り>         <メタ認知・学習発表会での発表> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8/29 キャリア学習会「夢をかなえた県北の先輩の歩みを学ぼう」  

ゲストティーチャー ｋａｋｉｍｏｔｏ ａｒｍｓ田園調布店スタイリストディレクター 細畑 久寿さん 

       （現 ｋａｋｉｍｏｔｏ ａｒｍｓ二子玉川店） 

                               

  

 

 



                                                         

 

 

 

☆人生設計力   社会を把握する力 社会を理解する力 

地域における自分の役割を認識し自分にできること  

を考える能力の育成(現代社会の理解，国際社会理解） 

<ねらい> ・高齢者疑似体験活動を通して，高齢者の生活について 

考え，自分も地域の一員として生活をよりよくしよう 

とする態度を育てる。 

 ・高齢者疑似体験活動での振り返りをもとに，福祉に対 

する理解と心情を深めることを目的に講演していただ 

き，自分も地域の一員として生活をよりよくしようと 

する態度を育てる。 

<ゲストティーチャーからの言葉> 

「相手の立場になって考え，行動し，みんなが幸せな未来を」 

 

 <学習の様子>「校報 福翔41号」より 

 

 

<キャリア学習会の振り返り>        <メタ認知・学習発表会での発表> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/ 11  ボランティア学習会「高齢者疑似体験」 ゲストティーチャー 二戸市社会福祉協議会 

9/ 27  福祉講演会「わたしたちにできること」 ゲストティーチャー 福祉コンシェルジュ小野寺 幸司さん 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

☆人生設計力   将来設計力 目標をもち，努力する力 

              自分の将来について考え，夢の実現のために努力する能力 

（進路選択力，進路情報活用力，人生観） 

<ねらい>  自己肯定感を高め，夢や将来への希望をもち，社会の一員としての自覚を育てる。 

<ゲストティーチャーからの言葉>  

○「わくわくどきどきを大切に」                  

   ○「夢をかなえるための1・2・3の法則」      

1 自分を好きになること 

     2 夢をもつこと 

     3 夢に向かって具体的に行動すること 

 

 

<学習の様子>「校報 福翔4５号」より 

 

  

<キヤリア学習会の振り返り>      <メタ認知・学習発表会での発表> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/22 ドリームマップ®授業「自分の未来について考えてみよう」 

 ゲストティーチャー 一般社団法人ドリームマップ普及協会 

            (現 NPO法人 ゆめドリ) 

 

 

 



                                                         

(4) 学習発表会での発信を通した自己肯定感の育成 

☆総合生活力  豊かな人間性 人とかかわる力 

互いのよさを発揮しつつ至らぬところを補い合う能力 

（友人関係能力，相手を思いやる心，人間関係調整能力，自己肯定感，向上心の育成） 

  <ねらい>   発表会作りを通して，キャリア学習会での学びを深めると共に，学びを発信するために必

要な力を育てる。 

<合言葉> 「シャウト」…心のエネルギー・熱量                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<学習発表会の振り返り>            <保護者からの学習発表会感想> 

 

学年通信「ぼくたち10才～４年 四つ葉のクローバー～ 」 

 



 

 

< 学習発表会の振り返り>            < 学習発表会 保護者感想>  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<「ぼくたち10才～夢・未来へ向かって～」の単元の振り返り>  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 成果と課題 

  ○成果 

・児童の実態に応じて，子どもに付けたい力を意識しながらキャリア教育を推進することができた。 

・キャリア学習会を，多方面・他分野から設定し，ゲストティーチャーからいただいた言葉が「自己」

「社会」「未来」と多様かつ関連性があったことで，その後の学校生活におけるフル活用に繋がり，

児童の変容の姿が各種場面で見られた。 

・学習活動の振り返りを積み重ねることで，子どもたち自身が自分の変容を実感し，自己肯定感を高め

ることに繋がったと考える。 

  ○課題 

・キャリアの視点を中心に位置付けた授業実践をさらに積み重ねていく。 

・児童の成長や変容を適切に見取る評価の在り方を検討し，実践していく。                            

 


